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残暑お見舞い申し上げます 

校 長 内 村 英 人  

 この夏に出会った本からの一節を御紹介します。【  】は、何のことでしょうか？ 

 

あなたは【   】の声に目を覚まし 

【   】と目を合わせて一日を始めます。 

出勤や登校の途中、重要な会議の席 

あなたが行く全ての場所の一番目立つ所に【   】はいます。 

私的な場所から公共スペースまで あなたは 

人の目を気にすることなく【   】とのスキンシップを続けます。 

あなたは【   】と一番たくさん会話をします。 

先生より【   】が語る知識を信頼し 

家族より【   】のアドバイスの方に値打ちがあると考えます。 

・・・中略・・・ 

【   】に支配されることにより、大切な人の顔を見ながら会話することや 

通り過ぎる風景の中に美しいものを見出すことができなくなりました。 

それから、【   】のせいで人間の偉大な発見や 

望む人生の指針、そして創造性の源となってきた 

ひとりきりの時間を楽しめなくなって」いるのです。 

・・・中略・・・ 

あなたが【   】を消費しているのでしょうか 

【   】があなたを消費しているのでしょうか 

 

※ アインシュタインは１００年前すでに、「【   】が人間のコミュニケーションを飛

び越える。その日が怖い。世の中の愚者どもの時代になるだろう。」と予言していました。 

 

「+１㎝ たった 1㎝の差があなたの世界をがらりと変える」文響社 

 

【   】が、何なのかお分かりですね。SNS時代の一つの真実を語っていると思います。 

 その一方で、私は、この問題を子どもたちに出したら、何文目で「わかった。わかった。」

と手を挙げるだろうとも考えました。どういうことかというと、全ての条件を満たすものを慎

重に考えるタイプなのか、一つか二つの情報に当てはまるものがあれば他の条件は吟味せずに

答えるのか、どちらのタイプが多いだろうかと考えたのです。 

先月、全国学力・学習状況調査の結果が出ました。本校児童は、国語も算数も、全国平均を

上回る正答率でしたが、課題の一つは、情報の細部に目を向けて比べたり、結び付けたり、条

件を満たしているかを確かめたりといったことを、めどくさがらずにやること。そして、「〇

をもらえればいい」ではなく、「よりよい答えがあるはずだ」という考え方が育っているかと

いうことだと分析しています。それで、前述のようなことを思ったのです。 

全国学力・学習状況調査結果の詳細は、次号でお知らせします。 

さて、夏休みも残りわずかです。残りの休みの期間は、２学期にいいスタートをきるための

準備期間です。御家庭におかれては、怪我や病気をせず元気に過ごすことを一番にしつつ、夏

休みを振り返ったり２学期への決意について語り合ったりして、生活や気持ちの切り替えを促

す手助けをしてください。 

まだまだ暑い日が続きます。どうぞご自愛ください。 
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８月・９月の主な行事（予定） 

【８月】 
２７(日)第２回 PTA愛校作業 
（麓東・大丸・旧市・まち・環境整備部） 
【９月】 
１日(金)始業式，給食開始 
４日(月)あいさつ強調週間 
４日(月)いじめ問題を考える週間  
６日(水)家庭教育研究会(喜入公民館) 

８日(金)授業参観、学級 PTA 
１８日(月)敬老の日 
１９日(火)～２１日(木)５年宿泊学習 
２２日(金) １〜4年生校外学習（お弁当） 

６年生お楽しみ給食 
５年生休養措置日  

２３日(土) 秋分の日・子ども読書の日 
      結核予防週間（～３０日） 
２７日(水)～２８日(木)６年修学旅行 
２９日(金)6年生休養措置日 
※教育相談日 1２日(火)・2６日(火) 

物価高騰に係る学校給食費支援補助金の交付について 
物価高騰に直面する保護者の負担軽減を図るため、学校給食

費の一部を支援する補助金を鹿児島市が交付します。 
【補助額】児童一人につき 19200円 
 そこで、4月にお知らせした給食費の徴収計画の見直しを図
りました。詳しくは、8 月 21 日に配布したプリントで御確認
ください。 

家庭教育学級で「性教育」について考える 
7 月 14 日（金）、看護協会性教育推進事業支援委員会「ハートブラン

ケット」所属の保健師、直 翔子さんを講師に招き、令和５年度第２回家

庭教育学級を開催しました。テーマは「こどもの心と体について」でした。

受講者の感想です。 

・性に対して、どこまで子どもに伝えればよいのか、どのように伝えれば

よいのか、大変参考になった。わが子の成長に合わせ、考えていきたい。 

・自己肯定感を高められるように気を付けて子どもに声をかけているが、

つい、目の前の事案だけでなく、過去の事案まで追加して伝えてしまい、

愚痴のようになってしまう。まずは、「ありがとう」「助かったよ」「うれ

しいな」の言葉をかけられるよう心掛けたい。 

※研修前には、給食試食会も実施しました。和やかな雰囲気の中、子ども

の頃を思い出しながら給食を美味しくいただきました。 

平和について考えた出校日！ 
８月１日は、子どもたちの元気なあいさつや声をたくさん聞くことができた出校

日でした。全校朝会では、校長先生から、平和や戦争について考える話がありまし

た。子どもたちは、校長先生のお話や映像、広島市の小学 6年生の言葉などから、

身近な人を幸せにすることから平和が広がることを感じていました。 

夏休みは続きます。熱中症や水辺の事故、交通事故などに気を付け、９月 1日（金）

の２学期始業式に、元気に会えることを楽しみにしています。 

夏、こんな研修をしています 

・服務規律研修 

・学力検査分析 

・児童の自己肯定感を高める 

言葉かけ 

・ICT機器活用に関する研修 

・国語の授業改善に関する研修 

・作文指導に関する研修 など 

入賞おめでとう 

■「いじめ防止啓発強調月間作品コンクール」 

  標語の部優秀賞 ６年児童 

自己記録に挑戦した鹿児島市

水泳記録会 

７月２６日は６年生４人が、７

月２７日は５年生５人が、市水泳

記録会に参加し、自分の記録更新

を目指して精一杯泳ぎました。大

きく立派な会場でチャレンジした

この経験は、必ずや参加した児童

の糧となるでしょう。 

※５年生大会では、喜入小児童

が選手宣誓を務めました。立

派な姿です。 

夏休み期間中、子どもたち同様、先生たちも様々な研修に参加し、

学び続けています。２学期以降の学校教育にいかしていきます。 


